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新
原
炭
と
軍
艦
高
千
穂

　

海
軍
炭
鉱
・
国
鉄
炭
鉱
の
遺
跡
群
（
13
）

　

海
軍
省
は
明
治
二
十
年
六
月
、
東
京
湾
の
高
千
穂

艦
で
、
送
風
器
を
使
用
し
た
機
関
の
試
運
転
を
行
い
、

新
原
炭
と
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
炭
の
優
劣
に
つ

い
て
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
報
告
書
を
作
成
し
ま

し
た
。

　
「
新
原
炭
ノ
有
煙
ナ
ル
ハ
ウ
ヱ
ー
ル
ス
炭
ニ
相
劣

リ
、
醸
汽
時
間
ノ
速す
み
やカ
ナ
ル
ハ
ウ
ヱ
ー
ル
ス
炭
ニ
相

優
リ
、
随
テ
火
夫
ノ
労
ヲ
モ
相
省
キ
、
此
優
劣
ヲ
算

ス
ル
ト
キ
ハ
、
ウ
ヱ
ー
ル
ス
炭
ト
殆ほ

と

ン
トど

同
一
ニ
シ

テ
、
格
別
ノ
等
差
無こ
れ
な
き之

様
存ぞ
ん
じ候

。
故
ニ
従
来
該
調
査

委
員
ニ
於
テ
試
験
ヲ
遂
ケげ

シ
本
邦
産
ノ
石
炭
中
ニ
テ

ハ
、
最
モ
卓
出
ノ
品
質
ニ
有こ
れ
あ
り之
候
条
、
別
紙
丙
号
比

較
表
共
相
添
、
此
段
及
お
と
ど
け
に
お
よ
び

御
届
候
也
。（
表
、
甲
号
・

乙
号
略
。
丙
号
は
左
頁
）」
＝JA

CA
R

（
ア
ジ
ア

歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C06090815000
（
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８

　

新
原
海
軍
炭
鉱
の
石
炭
は
軍
艦
高
千
穂
で
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
も
な
ぜ
高
千
穂

な
の
か
。
軍
艦
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
そ

の
用
途
が
高
千
穂
と
特
定
さ
れ
る
の
は
ど
う
し
て
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

高
千
穂
は
浪な
に
わ速

型
防
護
巡
洋
艦
に
分
類
さ
れ
、
そ

の
一
番
艦
が
浪
速
、
二
番
艦
が
高
千
穂
で
す
。
ど

ち
ら
も
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
に
イ
ギ
リ
ス
で

造
ら
れ
ま
し
た
。
排
水
量
は
三
七
〇
九
ト
ン
。
全
長

は
九
一
・
四
メ
ー
ト
ル
で
、
兵
員
は
三
二
五
名
で
す
。

日
露
戦
争
で
は
、
ど
ち
ら
も
日
本
海
海
戦
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

問
題
は
浪
速
・
高
千
穂
が
新
式
汽き

罐か
ん

（
ボ
イ
ラ
ー
）

を
備
え
て
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
炭
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

画
像
目
〜
）、
明
治
20
年　

公
文
備
考　

物
件
巻
８

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）

　

ウ
ェ
ー
ル
ズ
炭
に
比
べ
る
と
煙
が
多
い
が
、
機
関

の
運
転
は
楽
で
「
火
夫
」
の
労
を
省
く
と
言
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
日
本
産
の
石
炭
の
中
で
は
「
卓
出
ノ

品
質
」
と
ま
で
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
聞
き
付
け
た
参
謀
本
部
は
小
躍
り
し
、

海
軍
省
に
新
原
炭
鉱
の
開
発
を
急
ぐ
よ
う
泣
き
つ
き

ま
す
。
同
年
十
月
十
九
日
、
参
謀
本
部
次
長
仁
礼
景

範
は
海
軍
大
臣
西
郷
従
道
に
、
言
わ
ず
も
が
な
の
念

入
り
な
文
書
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「
海
軍
戦
闘
ノ
勝
敗
ハ
大お
お
いニ

艦
船
ノ
速
力
ニ
関
係

ス
ル
ヲ
以
テ
、
良
好
ノ
石
炭
ハ
海
軍
第
一
ノ
必
用
品

タ
ル
ハ
論
ヲ
俟ま

タ
サざ

ル
ナ
リ
」
と
い
う
書
き
出
し
で
、

艦
長
が
軍
略
に
優
れ
、
将
校
・
兵
士
の
訓
練
が
行
き

届
き
、
兵
器
は
精
巧
で
、
弾
薬
が
豊
富
で
あ
っ
て
も
、

良
質
な
石
炭
が
な
け
れ
ば
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
る
と
、

海
軍
に
お
け
る
石
炭
の
重
要
性
を
説
明
し
ま
す
。
そ

の
上
で
、
唐
津
炭
は
火
力
薄
弱
で
旧
式
汽
罐
で
は

何
と
か
使
え
る
が
、「
新
式
汽
罐
（
浪
速
、
高
千
穂
）

ニ
於
テ
送
風
器
ヲ
使
用
ス
ル
ト
キ
ハ
、
風
力
強
キ
ニ

　
「
之こ
れ
ら等

ヲ
熟
考
ス
ル
ト
キ
ハ
何
分
速
す
み
や
かニ

新
原
鉱

御
着
手
ア
ル
ヲ
上
策
ト
ス
」
と
、
海
軍
省
へ
一
日

も
早
い
開
坑
を
促
し
た
の
で
し
た
。
＝JA
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こ
れ
に
対
し
、
十
月
二
十
六
日
、
海
軍
大
臣
名
で

次
の
よ
う
に
返
答
し
た
よ
う
で
す
。「
本
礦
著
手
之

義
ニ
付つ
き
て
は

而
者
、
目
下
其
主
務
ニ
於お
い
て而

計
画
調
査
中

ニ
有こ
れ
あ
り之

、
追お
っ
て而

処
分
之
上
ハ
、
可
ご
つ
う
ほ
う
に
お
よ
ぶ
べ
く

及
御
通
報
候
条
、

右
ヲ
御
了
知
有こ
れ
あ
り
た
く

之
度
、
此
段
及
お
こ
た
え
に
お
よ
び

御
答
候
也
」。
＝

過
キぎ

」、「
速
力
ヲ
短
縮
シ
航
程
ヲ
減
スず

ル
等
ノ
不
都

合
ア
リ
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
浪
速
、
高
千
穂
艦
ハ
唐
津
炭
ニ
於
テ
ハ

汽
力
ヲ
得
サざ

ル
ヨ
リ
、英
仏
炭
ヲ
購
買
使
用
シ
来き
た

ル
」

が
、
万
一
英
仏
を
敵
に
回
し
た
と
き
、
あ
る
い
は
他

国
を
敵
に
回
し
た
場
合
で
も
英
仏
が
日
本
へ
の
石
炭

供
給
を
停
止
し
た
と
き
は
、「
新
式
艦
船
モ
亦
無
用

ノ
長
物
」
と
な
る
。
仮
に
英
仏
か
ら
の
購
入
が
可
能

で
も
戦
時
に
は
価
格
は
高
騰
す
る
で
あ
ろ
う
。
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言
わ
れ
な
く
と
も
、
ち
ゃ
ん
と
進
め
て
い
ま
す
。

黙
っ
て
待
っ
て
い
て
下
さ
い
、
と
い
う
感
じ
の
返
答

で
す
。
海
軍
省
が
全
国
各
地
の
石
炭
を
検
査
し
た
結

果
、「
筑
前
国
糟
屋
郡
新
原
鉱
ノ
特
種
ナ
ル
ヲ
見
出

シ
」
た
こ
と
に
、
参
謀
本
部
は
ま
さ
に
光
明
を
見
出

し
た
の
で
し
た
。
そ
れ
な
く
し
て
は
新
式
艦
浪
速

と
高
千
穂
は
能
力
を
発
揮
で
き
ず
、「
無
用
ノ
長
物
」

と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
現
実
に
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
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